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 電力会社の再生可能エネルギー発電設備の接続申込み保留による当社への影響について 

 

平成 26 年９月 24 日から平成 26 年９月 30 日にかけて発表されました、九州電力株式会社をは

じめ、四国電力株式会社、東北電力株式会社、北海道電力株式会社等による太陽光発電を中心と

した再生可能エネルギー発電設備に対する接続申込みの回答保留につきまして、当社への影響に

ついてお知らせいたします。 

 

記 

 

当社の業績に与える影響について 

当社は、エネルギーの効率利用促進をテーマに、気象予報士を配置して電力需要予測を行う

需給管理ノウハウを核としたサービスの企画、開発、運用を行っております。単なる発電事業

者とは全く異なり、電力情報業を手掛ける当社の事業領域については、発電から消費に至る電

力流通プロセスのすべての領域においてサービスを展開している点が他社にはない大きな特

徴です。 

当社の再生可能エネルギーによる発電を支援する電源開発事業では、太陽光発電のほか、バ

イオマス、バイオガス、バイオディーゼルなど多岐にわたる発電の開発をサポートしています。

太陽光発電につきましては発電所の建設、販売を行っておりますが（発電事業は行っておりま

せん）、全て電力会社の系統と連携が確約できているものを取引条件として事業を進めており

ますので、今回の一般電気事業者による「再生可能エネルギー発電設備に対する接続申込みの

回答保留」に係る当社の業績に与える影響は軽微であります。 
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